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受賞理由 

 「新聞紙をリサイクルした建築用断熱材セルロースファイバー

と断熱欠損を生じない乾式吹込み工法の開発」 

 

住宅用断熱材に用いられるグラスウールやロックウール等の無機質繊維等は比較

的安価なものの、成型品であるため不完全施工により「断熱欠損」と呼ばれる隙間が

生じやすく、設計どおりの断熱性能となりにくい。また、気温変化による壁体内の結

露、カビの発生や、接着剤に含まれる化学物質がアレルギー性疾患を引き起こすなど

の問題があった。 

その他、新聞紙を原料とし、断熱性、調湿性、吸音性等に優れるセルロースファイ

バー断熱材もあったが、経年により断熱材が壁体内で沈降するため断熱材に接着剤を

混入させる「湿式吹付け工法」で施工せざるを得ず、接着剤が乾燥するまで大工作業

が止まり、現場の施工効率が低下するほか、接着剤に含まれる化学物質の影響も懸念

されるという問題もあった。 

そこで当社は、水や接着剤を用いない「乾式吹込み工法」にて断熱施工品質を向上

させるべく研究開発に取り組み、「デコスドライ工法」を確立した。 

この工法は、外壁側に透湿性・防水性を有するシートを貼り、内壁側に開発した通

気性素材による専用シートを貼ることで形成された空間に、５５±５㎏／㎥の密度で

綿状のセルロースファイバー断熱材を専用施工機で吹き込み均一に充填させるもの。

断熱欠損なく施工でき、セルロースファイバー断熱材の有する断熱性、調湿性、吸音

性等を設計どおり実現させるとともに、課題であった経年による断熱材の沈降も発生

させない断熱施工が可能となった。 

現在は、当社のみならず、全国の施工代理店にて断熱事業が展開されているほか、

平成１７年４月には、下関市菊川町に山口工場を設置、「デコスファイバー」として

セルロースファイバー断熱材を自社生産する体制に移行し、ＪＩＳ認証品として全国

へ供給を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

●デコスドライ工法の施工方法（壁断熱） ●デコスファイバー 


